
第V章植物珪酸体

1 .はじめに

植物珪酸体{以下、 OPと略記)は高等捷物の細胞、組畿に由来する珪酸質微粒子である。ゴニ壌中に

まれるOPは、腐植物賓の給糠植物や植金環境を推定に役立つ脊用な情報を提供する。本書震では、

手県玉山村JIl口のローム鱒(以下、岩手JII口テフラ土壊累積層と表記〉と青森県八戸市種差のローム

層(以下、種差テフラ土壌累穫層と表記)を対象に実蒐した植物麗酸体分衰の結果から、古槙生、古

気綾などの吉環境の復元し、別章で記載されている機成孔稼畿と比較検討を試みる。

2. 橿務環融体分析の方法

植物語酸体分析は以下の苧頼で実蓋し

( 1 )乾土5g前後者梓縁。(2 )時議酸化水素を加えホットプレート上で加熱し有機物分解。(3 ) 

超音被処理 (300w30khz15分)で土塊の披砕。 (4)ジチオナイト法により脱鉄処理。(5 )デカンテ

…ションと館で粒径10-....100μm掛分を分離、乾燥、秤量。(6 )分離雷分の一部をカナダパノレサムで

封じプレパラ…トを作成、検鏡、詞定。

なお、 OPは、給諒植物分類群により fイネ科起源Jr樹木起源Jrシダ植物語源Jrカヤツリグサ科

起源J，こ大区分し、その内、イネ科植物起衷については起源組織・細胞により f非鑑綿組起源j、r難
細胞恕謀j に中小区、さらに、起源細胞*形態により、前者を fファン型J、f機状壁j、 fポイント

型Jなどに、後者を「タケ聖心 fセゲシパ捜J、fキど裂J、「ウシノケグサ摺j などに小区分した。

3. 鼠料

1 )岩手JIICテフラ土壌集積層

事JII日テフラ土壌累積層は上位から渋民溶結議皮岩、岩手川口火山灰、玉山火山灰、寺韓火山民か

ら構成される。渋民港結凝灰岩については約70万年の何年代値が得られてお号、また、逆帯識してい

ることが明らかにされている九このことから、当累積層は前期更新世に帰属するものと推定される。

本研究では岩手川口火ul炭と玉山火山民最上部について孔隙撮影のために連続採土された土層試料に

ついて珪酸体分析を実施した。

定〉積艶チフラ土犠集積層

種差テフラ土壌累積層は天狗岱蕗相当の地形而を被覆するもので、最終問氷類以前の椴難問註体

ステージ 6以降の植物議議体群集変動が記録されているものと期待される。当累積屠iこは少なくとも

12層のテフラが検出されるが、 Toyaテブラ(北海道湖爺火山起源〉以外は十和田火山を題援とするテ

フラである〈留 12)0Aso-4テフラ{関蘇火山起源)はアオスジテブラの上位、灯チブラ{姶良火山

越謀)はピスケット 1テフラの上位に検出される場合があるが、種葉累積層でiままだ未確認である。

なお、幾つかのずブラの年代観は放射年代盤、梅悲ボーリングの分析結果から関 12のよう北考えられ

ているヘ横物珪酸体分析は孔錬撮影に供した土層を試料と他の幾つかの土騒を対象として実撞した。

4. 錨県と考察

1 )岩手JIIロテフラ土壌葉積層の植鞠遺書量体群集変動

a. OP種展‘ OP欄

OP組成iこ基づき以下のA-Eの5つの地域OP帯を設定する(図 1)。各OP帯のOP組成の特徴を以下に記

す。なお、検出されたOPの蟻っかについては図 2-関同に示した。

IK-A警(1叩 1-上 -1叩 2-中): OPはほとんど検出されない。

IK-B轡(1 -2-下町 1叩 4山中):ブアン型(イネ科機動細胞起源)ではタケ亜科起源と非タケ亜科起

淑が桔抗、タケ盟科起掠ではササ摸タイプとメダケ瀦タイプが措抗する。棒状型は検出率10弘前後で
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推移する。ポイント型(イネ科事j紹胞起源)も同様な検出率で推移し、その中で長形が矩形より若干

優勢である。短細胞恕諜OPの検出率は概ね 5私以下で低いが、タケ裂が連続して検出される。ヒゲシ

パ握、キピ摺は検出されず、ウシノケグサ型は散発的に検出される。広葉樹起源OPと針葉樹恕源沼会主

2.5%以下の検出率であるが日ぽ連続して検出される。起源不明の「稜のある不規則な棒状、桜状のO

Pj が漉続して検出される。

IK-C事 (1-4-下........1却 6-上):上下のOP帯と同様、ブアン型において、タケ産科起源と非タケ韮科

恕源が桔抗する領向は変わらないものの、ブアン嬰全体の検出率が低く、またササ属タイプがメダケ

踊タイプより豪勢な傾向がある。棒状型、ポイント裂の検出傾向は概ね B帯と大盤のないものである。

鑑締結起漉OPの検出額舟も 5帯に準じる。 Zζ葉樹組源OPは2.5%以下の検出率であるが連続して挨出

されるが針葉樹超譲OPは検出されない。起源不明の r稜のある不規則な棒状、板状のOPj が嶺ぬ 5%

以上で連続して検出される。

IK-O馨 (1 6時中........1 6-下):ブアン型においてタケヨ華料起諒の検出率が非タケ重科起源より明ら

かに大きく、またタケ産科起源のなかではササ燐タイプが極めて優勢である。棒状型、ポイント型の

検出帯、また、短籍胞起源OPの検出率はいずれも 5~も以下で低率である。広葉樹起糠OPは連続して検

出されるが、針葉樹起諜僚は検出されない。起源不明の「稜のある不規則な棒状、薮状のOPj が連続

して検出される。

出向E帯(1叩7叩上........1叩7叩下):ブアン型の検出率が高く、その中で、タケ亜科組漉の検出率が非タ

ケ亜科起源を明らかに上回り、また、タケ亜科起源においてはササ嵩タイプが極めて筆勢である。棒

状型、ポイント型の検出率は高くはない。短縮胞起源OPの検出率はいずれも 5%以下の低率で島る。

広葉樹起源OPは連続して検出窓れ、針葉樹起諒OPも検出される。起源不暁の f稜のある不規員立な棒状、

植状のOPj が検出されるが検出率は 3%以下で抵い。

IK-F警〈霊山 1-上から蹟 -4-上):ファン警ではタケ亜科起源の検出率が高く、またその中ですサ羅

タイプがおしなべて極めて優勢である。捧状型は 4%とSちもの間で撒移する。また、ポイント翠は15

%前後で推移し、その中で縦形が長形より明らかに獲勢である。短線臨超源OPの検出率が上位。p帯に

比べ明らかに高いことが毘立つ。タケ型がおしなべて 10%以上の検出率を示し、その中でササ燐タイ

プが筆勢である。ヒゲシパ型、キピ型、ウシノケグサ裂の検出事はいずれも 2.5私以下であるが、そ

の中でウシノケグサ型がほぼ連続して検出される。広業構組源は最上部試料で2.5以下で検出された

にとどまり、針案樹起漉は量発的iこ2.5%以下で検出される。起譲不明の「稜のある不規則な棒状、

板状のOPJがほぼ連続して検出されるが、その検出事は2.5以下で上位OP帯に比べて低い。

IK-G幣 (n-4吋中~葺-4-下):ファン型の検出傾向はF帯と同様、タケ産科起澱・ササ属タイプが

鍍勢である。棒状型、ポイント猿、また、短縮臆起源にいずれの悲酸体についてもそれらの検出離は

5~も以下で抵い。

i十討帯 (n-5叩上~歪 -6 下):珪酸体はほとんど検出されない。

C. OP含量

一次デブラ層を除く、褐色土蝿ではおしなべてほぽ 2%以上のOP含量を恭す。一次予フラ層では全

く仰が検出されないか、あるいは上下の護色土層に比べて暁らかにOP含量が抵い。

d‘宙植物相、吉気韓

した各OP帯の珪酸体組成に基づいて以下のさ植物相、古気候が推定される。

IK-8帯・ C普・ 0帯:短絡抱起源OPの検出事が器いので断定的なことはいえないが、ブアン型において

タケ主主科鵡源と非タケ軍科超源の検出率に大きな差がないこと、タケ亜科が非タケ距科に比べてOP生

産最が高いことから、タケ亜科と非タケ亜科が詰抗あるいは非タケ産科がむしろ優勢なイネ科植物を

構成要素とする植物相が成立していたと誰定される。タケ亜科起諜ブアン型iとおいてササ燐タイプと

メダケ属タイプの検出率に大きな差が認められず、また広葉樹起源OPが連続して検出されるので、現

在より少し謹援な気候が推定されょうか。その中でE帯は針葉樹越線OPがほぼ連続して検出されるの

でC帯、 P帯にtヒベて若干寒冷であったかもしれない。
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IK-E帯 :B"'O帯同様に短細胞起源OPの検出率が低いので断定的なことはいえないが、 B.......O帯に比

べてファン型でタケ亜科起源の検出率が非タケ亜科起源より大きいので、タケ亜科と非タケ亜科が括

抗ないしタケ亜科が優勢なイネ科植物群を構成要素とする植物相が推定される。タケ亜科ファン型で

ササ属タイプが極めて優勢であり、広葉樹起源OPが連続的に、また針葉樹起源がほぼ連続的に検出さ

れることから、現在に類似した気候が推定されよう。

IK-F帯:ファン型でタケ亜科が、また、ポイント型で短形がいずれも優勢であり、さらに短細胞起源

においてもタケ型が極めて優勢なことから、タケ亜科をイネ科植物群の主要な構成要素とする植物相

が成立していたと推定される。ファン型タケ亜科起源でササ属タイプが、また、短細胞起源タケ型で

ササ属タイプが極めて優勢であり、さらに、ウシノケグサ型が低率であるが連続して検出されること

から現在とほぼ同じか、少し寒冷な気候が推定されょうか。

IK-G帯:短細胞起源OPの検出率が低いので断定的なことはいえないが、タケ亜科ファン型でササ属タ

イプが極めて優勢であることから、 E帯と同様、現在に類似した気候が推定される。

8. 起11不明の『稜のある不規則な棒状、極状のOPJのこと

「稜のある不規則な棒状、板状のOPJ がほぼ連続して検出された。その起源は不明であるが、 B'"

D帯での検出率が E帯以下に比べて高い傾向が認められ、両OP帯の古植物相の相違を示しているも

のと思われる。

f .漕食・風化と短細胞起.OPの積出率

本報告では詳細な(数値)データを提示できないが、 B"'O帯の珪酸体は F帯に比べて明らかに強

く溶食を受けていることが興味深い。一般的にいえば、珪酸体は時間の経過とともに溶食をうけるか

ら、下位の土層の珪酸体ほど溶食の程度は進むはずである。しかし、 F帯は B.......O帯より下位である

にもかかわらず、 F帯の珪酸体の溶食の程度は明らかに B""O帯に比べて進んでおらず、"溶食(風

化)の逆転"が生じている。 この逆転現象は、 B.......O帯が珪酸体がより溶食を受けやすい環境であ

ったことを示しているのかもしれない。 B.......O帯は F帯より温暖の気候が推定されることとの関連で

注目すべき事実といえようか。また、 B""O帯では短細胞起源OPの検出率が極めて低いが、このこと

も"溶食の逆転"現象と関係しているかもしれない。

&. OP含量と地表皿屋、気候変動

一次テフラ層でOP含量が低いことは、一次テフラ層が地表履歴を持たないと考えられることから当

然のことと判断される。堆積量が多く当時の地表面を完全に埋没させたような一次テフラ層には原則

的にOPは含まれない。一方、堆積量が少なく何らかの撹乱を受けた場合は土壌層との揖枠の結果とし

て相当量のOPが含有される。境田軽石層、秋浦第 3軽石層、ゴマシオ軽石層は前者の例であり、秋浦

第 1軽石層、秋浦第 2軽石層は後者の例である。また、云うまでもないことだが、地表履歴のない場

合 (OPの供給が期待できない)は、 OPは非常に少なくなる。すなわち非陸性環境で生成堆積した水底

堆積物には原則、 OPは含まれない。ゴマシオ軽石層より下位の試料 (n-6) のOP含量は非常に少ない

が、これらの試料は水性環境の影響を受けた玉山火山灰に帰属するものであるので、上記のことから

当然といえよう。

土壌層(褐色土層)におけるOP含量の多少は、主に、植被による珪酸体供給量と土壌物質の添加量

の関係で決まるものと考えられる。それらは気候条件に左右される要因といえるから、気候の変化が

OP含量の変動に記録されている可能性が考えられる。 OP組成から下半部のF帯が比較的寒冷であった

と推定されたが、それに対応したOP含量の変動(低下)は読み取れない。気候の変動がOP含量に反映

されるほどには大きくはなかったということなのであろうか。この気候変動は酸素同位対比ステージ

変動のどこに対応するものであろうか。川口火山灰を覆う渋民溶結凝灰岩は、その年代値としてFT年

代72万年前、 K-Ar年代150.......70万年前が得られており、また逆帯磁していることから、松山逆帯磁期

/プリュンヌ正帯磁期境界 (BM境界) (74万年前:前期更新世/中期更新世境界)以前の松山逆帯磁

期末葉に噴出堆積したと推定されているに BM境界は酸素同位対比ステージ19帰属する 3)ので、川口火

山灰で見いだされた気候変化は酸素同位対比ステージ19以前の変動に対応したものと考えられる。い
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ずれのステージiこ比定されるかの検討は今後の課題として残される。

h.機感孔難と植物種酸体群集組成との翻保

試料 I群と拭料 H群では、植物珪酸体群集に大きな違いが認められる。すなわち、 1群では樹木起

糠(特に広葉棋起源)雄酸体が連読して有意に検出されるが、 E群では樹木起源珪酸体がほとんど検

出されないこと、 E群ではタケ源科・ササ属起源の珪椴体が顕著に検出されることである。したがっ

て、 I群では樹木頼が古植生の主饗な構成要素のーっとして関わり、 n群においてはササ類が特に構

成要素として強く関わっていたと推定される。

一方、根成孔稼畿にはどのような違いがみられるであろうか。試料 I群では分岐の少ない太い孔綜

が散見され、これは試料誼群ではiまとんど見られないもので、樹木超濃のものと推察され、また、試

料草群では紹曲および分岐の特性からササ起源と考えられる穀い根成孔隙が密に露められる O]IJ章参

照)。

誌上のことから、樺物珪酸体群集組成と機成孔除、像にはほぼ調和する対応が認められると判断され

よう。

2)種義手フラ土壇累積層の植物珪酸体群集渡島

a. OP組成、 OP帯

OP群集の組成に基づき上位から TN-3、・・・・、 TN-9の地接OP帯を設定した(臨11>0未設定の

T~やし TN-2は、今回分析から除外した八戸テブラより上設の土機購の蒋来与えられるものとして残

した。なお、検出された幾つかの仰を図13-17に示した。

すや3響:非短細胞起濠では、ファン裂が検出されず捧状型、ポイント摺が庄鎖的であり、ポイント型

では長形が彊勢である。矩締臆鑑源ではウシノケグサ型が極めて優勢であり、また、針葉樹起濠もわ

ずかに検出容れる。このようなOP群集組成からササ類をほとんど含まないイチゴツナギ亜科が優勢な

イネ科植物相が成立していたと推定される。気候は現をに比べ撤めて寒諦であったと思われる。

TN-毒事:非鑑細胞起漉では、縛状型、ポイント型が優勢であるが、ブアン型(ササ属タイプと非タケ

亜科起糠が搭抗)も検出される。ポイント型では長形と短形が桔抗する。非短縮胞組源ではタケ型サ

サ燐タイプが優勢で、これにウシノケグサ型、キピ型と続く。広葉樹龍源がわずかに挨出され、龍源

不鰐であるが f稜のある棒状、壊状j が特徴的に験出される。このような組成からササ属、イチゴツ

ナギ麗科、キピ亜科惑?とも北構成分類群とするイネ科植物相が成立していた推恕されるが、イチゴツ

ナギ亜科を主要な講成分類群とすることから現在より寒冷な気候環境が考えられる。

TN-5帯:非短縮縮起源ではファン型、棒状型、ポント裂が措抗する。ファン型ではササ属タイプと非

タケ叢科起源が措抗し、ポイント型では短形がやや優勢である。短縮胞起源ではタケ型ササ嬬タイプ

の検出が最も大きいものの、キピ型がタケ摺ササ蕗タイプに匹敵する種変iこ検出されることが特費量的

である。なお、ウシノケグサ型の検出率も決して低くなく、その他の検出率も高い。また、広葉樹起

源がわずかに検出される。このような珪酸体群集組成かちササ属、キピ軍科、イチゴツナギ亜科会共

に主要な講成分類群とするイネ科植物が成立していたことを示す。注爵すべきは前後の珪機体帯に比

べてキピ亜科の比護が大きかったことであり、このことから現在に近い温暖ないし冷涼な無候環境が

推定される。

TN-6 :非短細胞起諒では棒状型が最も多く検出され、これ立ファン型、ポイント裂が続く。ファン型

では非タケ更科起源とタケ重科起源(ササ属タイプが穫勢)がほぼ措誌、ポイント型ではよ部で長形

が褒勢、下部で短形、長形が桔抗する。短縮胞起源では上部でウシノケグサ裂が優勢、次いでタケ型

ササ属タイプが続念、下部でタケ猿ササ麟タイプが筆勢であるがウシノケグサ型の検出率も高い。広

葉樹起源、 f棋のある棒状、板状j が特書量的に検出される。このようなOP群集は、イチゴツナギ亜科、

ササ風合主要構成要素とするイネ科植物相が成立していたことを恭し、現在より寮冷な気候環境が推

される O

TN-7帯:非短纏態語源ではファン型、線状型、ポイント塑が措抗する。ファン裂では非タケ亜科起糠

がやや復勢、タケ亜科記諜ではササ属タイプが義勢である。また、ポイント型では短影が勝る。短綿
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抱超諒ではタケ型ササ蕗タイプが上部で撞めて穫勢でキゼ型とウシノケグサ型が搭抗する。なお、下

部でタケ裂メダケ属タイプの増加が見られることが詮罰される。このようなOP群集組成はおしなべて

Ta・5帯同様にササ属、キピ箆替、イチゴツナギ亜科を共に主要な構成要素とするイネ科植物槙が成

立していたことをポすがキゼ型とウシノケグサ型が誌抗することから TN-5帯に比べやや冷涼な古気

候であったと推定される。なお、下部においてはメダケ属の麗わることからすN古帯、現在より識暖

な気候が推定される。

TN-8事:非鐙締胞起諜ではブアン型が謹めて畿勢である。ブアン型では非タケ産科結震がタケ主主科よ

り慢勢で、タケ亜科起線ではメダケ属タイプが明らかに勝る。短絡胞起諜ではタケ型メダケ鱗タイプ

が極めて優勢である。このような桂酸体群集はメダケ属を主要な構成要素とするイネ科植物梧の成立

を示し、現在より明らかに温暖な紫候が指定される。

TN-9事:非短縮胞龍源ではファン型が棲勢である。ポイント型では長形は矩形よりやや勝る。鑑細胞

超源ではタケ型ササ腐タイプが優勢であ号、ウシノケグサ摺は検出されるがキぜ聖は検出されない。

広葉樹起様、 f稜のある棒状、板状j がかなち検出されることが特徴である。以上のOP群集からササ

織が優勢なイネ科植物相が成立していたと推定され、メダケ属が優勢な TN暢8帯より明らかに難冷な

気挟を示す。

b. 八戸天鞠岱のチフラ土檀累積層との対比、議索開位体比ス苧ージ鰻年との対応

天狗岱テフラ土壌累積麗(天拘岱累積臆〉は八戸市街を挟んで穣差露顕の北部に分布する天狗岱語

を被覆する。天狗岱累積溺には麓差累積麓とほぼ問様のテフう?と土壌の累積が見られる。相違泣天狗

岱累積騨で検出される「レッド」チフラが種麓累積層には蕪いこと、種差累積層で検出される「カス

テラ j テブラが天狗岱累積麗には無いことで怠る。このことは fレッドj の分布軸が八戸市街地より

北にあること、一方「カスチラ j の分布軸が岡市欝地より甫にあることによる。なお、天狗岱累穣漕

では fカステラ Jが欠如しているだけでなく当テフラの上下伎の土壌屠が種差損積層に比べて非常に

薄いのは、削岩jなどの要因が働いている可極性が考えられる。

穣差のOP警と天務岱のOP構4)をチアラ宏指標として対比した(図 12)。対比される各OP幣のOP給謀

植物群、イネ科植物相、吉気候はおおむねよく対応しているといえよう。

川崎3・TG-C:イチゴツナギ悪科が極めて優勢なイネ科植物梅が成立した時代である。現在の優勢な構

成要素であるすサ属はほとんどもられず、亜寒帯針葉樹林がそザイク的に分布していたと推定される。

気侯は現在に比べて明らかiこ寒冷であった。当OP帯は君愛議開位対比ステージ 2にほぼ帰属する。

TN-4・TG判。:イチギツナギ亜科、ササ農が優勢で加えてキピ亜科も要素としたイネ科植物相が成立し

た時代である。イチゴツナギ亜科が欝勢であることから現在より寒冷であったが、ササ騰、キピ亜科

を構成要素とすることから TN-3・TG-Cに比べて寒冷の種皮は弱かったと推定される。当OP帯は酸素

再f立体比ステージ 3・4に婦織すると考えられるが、 4から 3への移行に伴う OP群集組成の変動を験

出できない。今後の課題である。

市4・7毒屯:ササ薦、キゼ亜科、イチギツナギ軍科をともじ構成要素とするイネ科植物拐が成立した

時代である。種差ではキピ亜科のシグナノレ、また、天狩岱では広葉樹のシグナノレがそれぞれ強く確認

されることから、前後の時代に比べて暁らかlこ擁護な時代であったと推定される。当OP帯は酸素照位

体比ステージ 5aに婦講ずるであろう。

TN-6・TG-F:イチギツナギ距科、ササ属金主要な構成要業とするイネ科植物相が或立し、針公漉交林

の分布も撮定される時代である。現在に比べて気候は寮冷であり、駿棄問イ立体比ステージぬに帰属

するであろう。

TN-7・TG-G:前半はメダケ薦、ササ属、イチゴツナギ盟科を主要な構成饗棄とし、議半はササ蟻、イ

チゴツナギ亜科を主要講成要素とするイネ科植物相が成立していた時代で、気候は前半が現在より蝿

暖、接半iま現砲と持乙かやや冷涼であったと推定される。酸素問位体比ステージ械に帰農するとさ

れる Toya を下学部に含む土壌層に設定された器撤体構であることから、 ~OP欝は酸素同位体比スチ

…ジの 5d・5cに対比すると考えられるが、 5d.......訟の変化に対志するOP群集変北は明瞭ではない。
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TN-8・TG-H:メダケ震を主要講成襲素とするイネ科植物相が成立した現在より明らかに湛瞬な気候の

時代である。酸素同位体比ステージ5eに対応するであろう。

TN-事:ササ属が鑑勢でイチギツナギ軍科を伴うイネ科植物詩が成立し、広葉樹林も分事も見られた時

代である。気棋は現住よりやや寒冷で、酸素同位捧比ステージ 6に脅属すると考えられる時代である o

b. 孔隙像1::.檀務韓議体群集組員Eとの費量廃

孔猿畿分布で最も注罰されるのは、深さ 30ト 310cm、360-365c媛、 425-430cm土膳拭料で樹木起源と

推定される太い孔擦が点越することである(別軍参黒〉。これらの試料は fゴウドーJチブラと fア

オスジj テブラに挟まれる屠講義iこ含まれる。この層準は相対的議緩期である酸素問{立体比ステージ5a

に帰騰するが、それに対応するOP群集が認められている。すなわち、この層準に設定されたOP帯には

準緩期を示すキピ蔑科および広葉樹のシグナノレが強く確認される。特に、広葉樹のシグナノレついては、

最終需氷類以捧で広域で特徴的に検出される麗準である可能性が指摸されているヘ今呂、当層準に

含まれる土麗で樹木起源と推定される太い孔隙の卓越が確認されたことは、 OP群集組成と繍和してお

り非常iこ興味深い事実といえよう。

深さ 55-60cm土層試料においても孔瞭像と OP群集組成の関に調和する対応が見られる。孔欝畿は極

めて細かい孔瞭が車選きするが(別輩参黒〉、これはこの土議拭科iこ含まれるOP群集(ササ類が希薄で

イチゴツナギ亜科が優勢な組或で特徴づけられる}に関わる植生に範源するものと推定される。 最

終関氷期の最混嬢類、酸蕪同位体詑ステージ5eに帰属する深さ 710-715cm土着試料では、ササ類諸課

と考えられる特徴的な分岐を恭す細かな孔除、が密に発遣する〈知章参照)。この孔障形態は、当土層

試料でメダケ携を主要構成要紫とする植物相が推定されていることと調和するといえよう。

3)穣或乳繊の示格化否量

a. 火山底土〈火出庇累脂〉の堆積環境と棋威主醸輩、撞物避厳体群集組成との対応

分析対象の岩手)11ロデブラ土壌累積麗および種麓テフラ土壌累積層は、両者とも一次堆積柑を

テフラと無題理の褐色細粒土麗からなることから乾性能上に堆積した累積層であると考えられる。い

ずれの土層からも調外なく OPと明謙な捜成孔隙像が検出されたことで、上記の農産を有する累積層で

あることが確かめられた。

テフラ土壌累穣躍には気候、植生などの環境の変動が記鍛されており、本研究においてもその解説

が期待された。すでに記述したように、 OP群集には氷期・間米期サイクルlこ対応した変動が読み取れ、

棋成孔隙橡についてもOP群集組成に矛尉しない結果が得られた。特に議差チフラ土壌累積躍において

は、おおよそ最終需氷期以降の環境変動が酸素問位体比ステージ区分に対応して確認できた。

b. 槙虞孔織の示格化石性

捜成孔隙はまぎれもない現地位の化石であり、それが検出されることは確実に植物が生育していた

ことを示している。いいかえれば、根成孔擦が検出されことは、その土層(地層)が撞生綾騰、土壊

履歴を有していると判断できるということであり、接成孔瞭は広く陸上環境を示す示相化石としての

役害iを推うものと考えられる。

機成孔擦は、単に臨上環境を恭すボ相化石iことどまらず、その形態分軒から組源植物を特定するこ

とができればより詳繕な古環境の推定iこ有用な情報をもたらすであろう。来だ接系形態の基礎資料iこ

乏しく鶴々の根成孔隙の謀議を同定するに筆っていない現状であるが、今回、 OP群集との比較検討か

ら樹木椴系起源の孔殿、ササ類様系起源の孔隙、また非タケ亜科イネ科植物榎系起源の孔離が推察さ

れた。このことは、さらなる研究、碁礎ヂータの蓄積により、接或孔隙が一層有用な示相化石になり

うることを恭しているといよう。
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図2 岩手川口火山灰(1-5-上)から検出された
植物珪酸体

1-3 : 71ン型(付属タイ7
0

) ，4:ファン型(メゲケ属タイ7
0

) ，5-7: 7~ レイト。状(広葉樹起源)， 
8・9:タケ型(付属タイプす， 10-12:その他(稜のある棒状・板状)

50μm 

図3 岩手川口火山灰(1-6-中)から検出された
植物珪酸体

1 :ブ寺レイド状(広葉樹起源)， 2:ファン型(付属タイ7
0

) ， 
3 :ファン型(メゲケ属タイフ。)， 4:ファン型 (非タケ亜科起源)，5:その他
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50μm 

図4 岩手川口火山灰(1-6-下)から検出された
植物珪酸体

1 :ファン型(付属タイプす， 2. 3・5:ファン型(非タケ亜科起源)， 
4:ファン型(メゲケ属タイ7

D

) ， 6. 7 :本.イント型 (長形)， 8:棒状型(平滑)， 
9 :タケ型 (メダケ属タイ7

0

) ， 10-12: 7+レイト寺状 (広葉樹起源)， 

13・4:その他(稜のある棒状・板状)， 15:その他(多面体状)
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50μm 

図5 岩手川口火山灰(1-7-下)から検出された
植物珪酸体

1 :ファン型(付属タイ7
0

)， 2・3:アァン型(非タク亜科起源)， 4・5:ホ。イント型(短形) ， 

6-9 :タケ型(付属タイ7
0

)， 10・11: 7"レイド状(広葉樹起源)， 

12-14 :その他(稜のある棒状・板状)

50μm 

図6 岩手川口火山灰(n-l-下)から検出された
植物珪酸体

l・2:ファン型(タケ亜科起源・付属) ， 3:ファン型 (非タケ亜科起源)

4-6 :ホ。イント型(短形)、 7-9:タケ型(付属タイア。) 、10 :棒状型(鋸歯状)

11 :稜のある棒状
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7d ; 77 C 
.tJ 12 13 

図7 岩手川口火山灰(n-2-下)から検出された

植物珪酸体

1-4 :ファン型(付属タイ7")， 5:ホ@イント型(短形)， 6:葉肉細胞起源，
7 :棒状型(鋸歯)， 8:棒状型(平滑)，9-12:タケ型(付属タイ7")， 
13 :タケ型(メゲケ属タイ7") 

50μm 

図8 岩手川口火山灰(n-4-上)から検出された

植物珪酸体
1・5:タケ型(付属タイ7")， 2:棒状型?， 3・4・7: 77ン型(付属タイフ。)， 
6 :本。イント型 (短形)
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50μm 

図9 岩手川口火山灰(II-4-下〉から検出された

植物珪酸体
1・2・4・7:ファン型(タケ亜科起源・付属タイ7") 
3 :ファン型 (タケ亜科起源・メグケ属タイプす ， 5. 6 :ファン型 (非タケ亜科起源)， 
8・9:棒状型

50μm 

図10岩手川口火山灰(II-5-上)から検出された

植物珪酸体
l・5・6:ファン型(非タケ亜科起源)， 2-4:ファン型(タケ亜科起源・付属タイ7")， 
7 :棒状型(平滑)， 8:棒状型(鋸歯)
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。

9 50μm 

図13 種差テフラ土壌累積層 (No.17)から検出された
植物珪酸体

1-5 :タケ型(ササ属タイ7
0

) ， 6-13・16:キピ型， 4. 15・17:ウシノケグサ型，
18 :短細胞起源その他(タワー状)，19:短細胞起源その他(糸巻き状)
20-21 :ホ.イント型・長形， 22:ホ。イント型・短形， 23:その他

50μm 

図14 種差テフラ土壌累積層 (No.19)から検出された
植物珪酸体

1 :その他(稜のある棒状)， 2・3:樹木起源(アゃレイド状)， 
4 ・ 7 :ウシノ妙。サ型， 5. 6 :タケ型 (付属起源)， 8:ホ。イント型， 9:棒状型
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50μm 

図15 種差テフラ土壌累積層 (No.24)から検出された
植物珪酸体

1-7 :タケ型 (付属タイ7
0

) 、8 :キピ型、 9 :ウシノケグサ型、 10・11: t
O

ント型 (短形)、
12 : 77ン型・タケ亜科起源(付属タイ7

0

)、 13:その他(アグリ~ト)

5 

50μm 

図16 種差テフラ土壌累積層 (No.36)から検出された
纏物珪酸体

1 • 2 : 77ン型(タケ亜科起源・付属タイ7
0

)、 3-6:タケ型(付属タイ7
0

)、
1 ・ 8 :その他(稜のある棒状)、 9:その他、 10・11:広葉樹起源 (7~ レイド状)
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50μm 

図17 種差テフラ土壌累積層 (No.33)から検出された
植物珪酸体

1-5・1-9: 71ン型(タケ亜科起源・メダケ属タイプす 、6・10:ファン型(非タケ亜科起源)、
11 :俸状型(鋸歯状)、 12-18 :タケ型 (メグケ属タイフ。)、19 :タケ型(付属タイプ)
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